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1 背景と目的 

今日，医療の現場では様々な医療ミスが問題

となっている．その 1 つに，薬の取り違えによ

るミスがあり，医薬品の名称やパッケージのデ

ザインが類似していることや，処方する患者を

間違えてしまうことが原因として考えられる．

この医療ミスに対して，複数人による確認や収

納場所の工夫といった取り組みが行われており，

また医薬品・医療機器のヒヤリ・ハット事例等

検索システム[1]や医薬品類似名称検索システ

ム[2]といったシステムの開発なども行われて

いるが，パッケージの関係性を一括して捉える

ものは少ない．本研究では，目当ての医薬品が

どの医薬品と似ているのか，また新薬を開発す

る際に他のパッケージとの類似性が低いパッケ

ージとはどのようなものかを把握する為に，現

存する医薬品パッケージ全体の類似性をより効

率的に一度に把握するシステムの提供を目指す．

なお，本稿では先行研究によって行われた可視

化の結果を，より分り易く表示する方法を提案

する． 

 

2 提案手法 

我々が提案する，医薬品パッケージの類似性

の検出および可視化手法[3]について説明する． 

 

2.1 類似性の検出 

我々の手法では，錠剤のシート状のパッケージ

に対して類似性を検出する．パッケージの特徴と

しては，「文字の色・大きさ」「錠剤の色・数・大

きさ」「背景色」「印刷パターンの配置」を取り上

げた． 

 

2.2 類似性の定量化 

類似性の定量化を行うにあたり，パッケージの

背景・文字・錠剤の色，印刷パターンの配置，文

字・錠剤の大きさ，錠剤の数についてそれぞれ定

量化を行う． 

色情報の定量化では，画像データの RGB 値を

CIE-L*a*b*表色系に変換し，L*a*b*値を画像で平

均して色相・色差を計算する． 

印刷パターンの配置の定量化では，配置パター

ン内の文字列の距離・ズレ幅を角度θで表し特徴

量とする． 

文字・錠剤の大きさの定量化では，パッケージ

の元画像から「文字のみの画像」「錠剤のみの画

像」を用意し，パッケージの面積に対する割合を

求める． 

錠剤の数の定量化では，「錠剤のみの画像」に

対して縦方向及び横方向のヒストグラムを作成

し，書く方向の山の数を掛け合わせることで計算

する． 

 

2.3 類似性の可視化 

2.2 項で得た特徴量を用いて 2 次元グラフによ

り類似性を可視化する．本手法では，Compare 

modeとOverview modeの 2種類の表示手法を実装

した．（図 1） 

 Compare mode では，原点に配置した特定のパッ

ケージに対するその他のパッケージとの類似度

を可視化することが出来る．原点のパッケージに

近いほど類似度が高くなる事を示し，X 軸と Y 軸

には複数の特徴を割り当てることが出来る．

Overview mode では，任意の二つの特徴を X 軸・

Y 軸に置き，散布図としてプロットし，類似度を

可視化した．パッケージの密集具合を観察するこ

とでその特徴に関する類似の傾向を調べること

が出来る． 

 また，表示結果の密集地帯を解消する補助機能

として，Z-バッファ法によりパッケージを 1つず

つ最前面へと表示するアニメーション機能やグ

ラフの非線形化といった機能も実装した． 

 

3 重なったデータの表示  

 我々はこれまでに，文字パターンの類似性の検

出及び定量化の手法と，パッケージの類似性の可

視化手法を提案した．これらの手法を用いること

で，よりユーザの主観に近い類似度の算出や，類

似したパッケージの探索を容易にすることが出

来た．しかし，今後取り扱う医薬品パッケージが 
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図 2．フィルタリングの実行結果 

 
図 1．本手法による可視化の様子 

(a) Compare mode  (b)Overview mode 

 

増えることで，可視化結果が煩雑になってしまうこ

とが懸念される．そのため，可視化結果の観察を

容易に 

する手法が必要であると考えられる． 

 

3.1 フィルタリング 

 可視化結果を観察する際に，使用する錠剤が増

加することによって，目的のパッケージが他のパ

ッケージと重なり，埋もれてしまう場合が考えら

れる．この問題を解決するために，従来手法の可

視化結果に対して，2.2節で挙げた各属性のうち

可視化の縦軸・横軸に使用していないものの中か

ら１つをユーザが任意に指定し，可視化結果に擬

似的に奥行き情報を与える．その属性ごとに正規

化した値を任意に指定することで，値に近いもの

程前面に表示し，また遠いもの程透明度を強く表

示するフィルタリングを行う．例として，縦軸に

「錠剤の数」，横軸に「背景色」を与えた可視化

結果に，奥行き情報として「背景色の色相」を与

えたフィルタリングの実行例を図 2に示す．この

手法を用いる事により，重なって探索が困難とな

ったパッケージを，他のパッケージとの隣接関係

を保ったまま，容易に観察することが可能となる． 

 

3.2 アニメーションによる遷移 

 我々の手法では，Overview modeにおいて X軸

と Y軸に任意の属性を指定し，入力した全てのパ

ッケージを 2次元の散布図としてプロットするこ

とが可能である．しかし，属性の指定を反映させ

る描画を行う際，パッケージの位置が即座に切り

替わる仕様となっていた．そこで本研究では，各

軸の属性が切り替わる際において，再描画する前

後のパッケージの位置をアニメーションによっ

て補間する手法を提案する．この手法により，各

パッケージがどのように移動したかをより分り

易く提示することが可能となり，ユーザが考察す

る手助けになると考えられる． 
 

4 おわりに 

 本研究では，２次元の散布図を用いて医薬品パ

ッケージの類似性を可視化し，その観察をより容

易にする手法を提案した． 

フィルタリングでは，２次元の可視化結果に擬

似的な奥行き情報を与え，さらに，透明度を用い

た表示を行うことで，周囲のパッケージに埋もれ

ている目的のパッケージを容易に発見すること

ができた．また，パッケージの位置の変化をアニ

メーションによって補間することで，パッケージ

の遷移を容易に観察することができた． 

今後の課題として，大規模なデータを使用する

際のアニメーション補間機能の実装やシステム

全体の評価が挙げられる． 
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